
大径木（大径材）を無駄なく活かすために その２

R4.1.17日刊木材新聞より

大径材を有効活用
する次なるステッ
プとして、フリッ
チそのものの増産
に取り組みました。

用途が乏しいため
需要があまり見ら
れなかった2m程
度の短尺の大径材
を受け入れ、丸太
を4面から粗挽き
加工しフリッチを
製造するラインを
整備し、製造した
フリッチをグルー
プ工場で再割する
流れです。

R5.7.18日刊木材新聞より



大径材を有効活用すための取組は
まだはじまったばかり。試行錯誤
が続くものと思われます。

運び込まれる大径材

ホームセンター向けの材等、新た
な需要先を確保したり、付加価値
のある製品を製造・出荷したりと
試行錯誤を重ねることで、高齢化
しつつある森林資源も無駄なくフ
ル活用出来る体制を
整えていきたいと
考えています。

大径材を加工する様子
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